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リレーオリエンテーリング
のコースってどうやって設
定しているの？ 
そんな疑問にストレートに
答えます。 
 
2005 年 12 月 18 日 岡山県白石島 
全日本リレーオリエンテーリング大会 

 

ブレないコンセプト 
前回に説明したとおり、コンセプト

とフロアプランを練ったおかげでその
後のコースプラン作業は考えのブレが
なく進めることができた。そのコンセ
プトをもう一度おさらいする。 

 
オリエンテーリングの真髄はコースにある。 
リレーは会場で決まる。 
全日本リレーはテレインを選ばない。 
公正なレースを提供すること。 
面白いコースを提供すること。 
良い地図を提供すること。 
コーステーマは海物語。 
中間スペクテーターズは港に設置。 
スタートは見た目がすべて。 

 
ここまでくれば、もうあとは実際の

細かな作業に入るだけである。 
 
 

1 番コントロールが悩ましい 
一番頭を悩ますのが、1番コントロー

ル。リレーでは一斉スタートが行われ
るので、1番コントロールの配置には特
に気を使う。スタート位置から遠くに 1
番コントロールを設置できればランナ
ーがばらけてくれるのだが、今回の会
場周りのレイアウトではそれは無理。
同時にスタートするクラスは何なのか
を考慮しながらコントロールをばら撒
く。 

 

 
最大人数は年齢別選手権クラスのスタート 

 
この人数計算をしっかり行わないと、

1 番コントロールでパンチ順待ちが発

生してしまう。こうなってしまうと公
平性云々ではなくなってくる。 

これを防ぐために、全日本リレー
2005 では 1 番コントロールには全て
EMIT のパンチングユニットを 2個配備
した。少し贅沢な機材の使用だが、ス
タート位置と 1 番コントロールまでの
距離があまり取れないため、ここは機
材で解決した。 

ちなみにEMIT社のパンチングユニッ
トは昔ながらの針式パンチに比べ、パ
ンチ動作にかかる時間が半分以下なの
で、よっぽど人数が集中するコントロ
ール以外は 1個で充分に足りる。 
 

 
中間スペクテーターズコントロールのよう
にすべてのランナーが集中する場所ではパ
ンチングユニットは 2 個使用。そのほかに
1 番コントロールでも 2 個使用。 

 
 

コース品質を保つ最小距離 
リレーではこのようにランナーの分

散を図るために狭い範囲にコントロー
ルを大量に設置する。ここで注意しな
くてはならないのがコントロール同士
の距離である。少なくともコントロー
ル同士 30m は離す必要がある。同じ特
徴物に設置される場合は、60m 以上離す
必要がある。例えば、道と沢のコント
ロール同士なら 30m 離せば OK だが、岩
と岩同士のコントロールでは 60m 以上
離さなくてはならない。 

これらはオリエンテーリングの競技
規則で決まっているのだが、意外と知
られていない。 

 
この最小距離の規定は、ミスパンチ

などを防ぐために非常に有効であり、
尊守する必要を感じる。特にリレー競
技において、ミスパンチによる失格は
最も起きて欲しくない事態だ。影響を
受けるのがミスパンチした者だけでな
くチーム全体が失格になるからだ。 

 
コントロールでの番号確認は参加者

の義務であると競技規則では叫んでい
るが、CS（顧客満足度）の観点から見
るとどうだろう。ミスパンチで失格に
なったレースより、完走し、競い合っ
たレースのほうが楽しいに決まってい
る。コースプランの段階でミスパンチ
しそうな要因は徹底的に取り除く。こ
うしたコース品質こそが、面白いコー
ス設定の基本となる。その品質管理の
基準が競技規則で規定される最小距離
なのだ。 

 
全日本リレー2005 各コースでの 1 番コン
トロール付近となるコントロール群。 
ランナーの分散、課題と難易度、最小距離
を考慮して配置した。 

 

追走を断ち切るフォーキング 
リレーは一斉スタートだから、1走は

どうしても団子状態になってしまう。
特に白石島のように通行可能な箇所が
限られているテレインでは好むと好ま
ざるに関わらず、どうしても追走状態
になってしまう。 

こんなときにコースを工夫すること
によってある程度の追走を断ち切るこ
とができる。これによって各ランナー
が自力ナビゲーションでコースを回る
ことになり、レースとしての面白みを
削がないように工夫している。 

コースプランの裏側（2） 大会レポート 
全日本リレー2005 
2005 年 12 月 8 日 

全日本リレー2005 
コースプランナー 

木村佳司 
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このようなコースの工夫がフォーキ
ングなのだが、この手法はリレーでは
広く使用されている割に、きちんと理
解している人は意外と少ない。これに
ついて解説する。上は今回の全日本リ
レー2005 のコース構成を示す概念であ
る。 

 
スタートした選手はまず 3 つのコー

スパターンに分かれる。（A/B/C のパタ
ーン）。ここで選手たちは 3つのグルー
プに分かれて走ることになる。選手た
ちはここでグループが形成されること
に気付くはずである。 

 
それぞれの区間をこなした選手たち

は最初の共通コントロールにやってく
る。ここでポイントなのは、競技して
いる選手たちにとって、コース図を見
ただけでは、どれが共通コントロール
なのか判らないことである。 

 
全日本リレー2005 の ME コースでは島北
部を通る(48)→(49)が 2連続共通コントロ
ールだった。これはレース中には判らない。 

 
A コースを走ってきた者は中間地点

から XYX の 3 コースパターンに分配さ
れる。ランナーにしてみればいつの間
にか同じコースを走るメンバーが入れ
替わっているのだ。このようにして追
走が一旦は断ち切られる。 

 
そのあと全クラス・全コース共通の

スペクテーターズコントロールを通過
後にコースは再び A/B/C のコースパタ
ーンに組みかえられる。X/Y/Z 区間で追
走状態になっていても、またここで断
ち切られる。 

 
後半の A/B/C パターンの組分けは前

半の A/B/C のコース組と同じにする。
前半で A パターン区間を走った者は後
半も A パターンを走る。前半の A/B/C
のパターンで難易度や距離・登坂など
でコースタイムの差がどうしても出て
しまうが、後半の A/B/C コースを前半
と逆の難易度や距離にすることで、
A/B/C のコースタイムを均質化する。 

このようにコースを均質化すること
により、リレーならでは、の競り合い
や勝負性を作りだした。 

 
このようなコースを組むのはなかな

か手間のかかる作業だが、白石島のよ
うな通行箇所が限定されるテレインで
参加者にリレーを本当に楽しんでもら
おうと思ったら、このようなコース設
定（フォーキング）まで考えておく必
要があるだろう。 

 

コースの品質管理 
このような図面検討と同時に、コー

スプランどおりにランナーを導けるか
どうか現場の確認もしっかりと行う。
計画と確認を繰り返してコースの品質
を高めてゆく。コンセプト、フロアプ
ラン、チェックの繰り返しである。こ
のあたりは企業での品質管理の概念と
ほぼ同じ。 

また、テレインの危険箇所は現場で
なくては判断がつかないことが多い。
現場でのチェックは最重要だ。 

 

そして海物語へ 
集団走における競技の公正性、そし

てコースとしての品質を確保したあと
に、初めて「面白いコース」に取り組

むことになる。今回、こだわったのは
「砂浜を走るレッグ」である。 

全日本リレー2005 ではすべてのクラ
スで砂浜を走るレッグを取り入れ「島
のオリエンテーリング」の特徴を全面
に出した。 

参加者の多くは前日に船で白石島に
やってきて、オーシャンビューの宿に
泊まり、海の幸を楽しむ。緊張のレー
スの中で砂浜を走り、中間の港で声援
を受ける。イベントがひとつの物語と
して楽しめ、深く記憶に残るようなレ
ースにしたいと思った。これが白石島
まで来てくれた参加者に対するお礼だ
と思うし、白石島で協力してくれた人
たちに対する最大の贈り物になると思
ったからだ。 

 
ME コース 9 番は後半の共通コントロール。
ここへのレッグは砂浜を走るルートも見え
る。穏やかな瀬戸の波音が響くルートは、
島ならでは。 
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穏やかな波打ち際 
参加者の残した足跡も、翌日には消える。 
 

個々のクラスに向けて 
フォーキングを施したコース設定を

行ったおかげで、全日本リレー2005 で
準備したコース数は 42 にも及んだ。プ
ランナーにしてみれば多数のコース設
定であるが、参加者からしてみれば走
るのはただ一つのコースでしかない。
自分が参加者になったつもりになって、
与えられたただひとつのコースを走る
つもりでコースプランと点検をおこな
う。この地道な作業により参加者の満
足度を高めてゆく。 

莫大な労力を必要とするこの個別コ
ース設定作業。参加者ひとりひとりが
満足してレースする姿を夢見つつ行え
ば、それほど苦労は感じない。 
 

ME クラスはルート選択重視 
ME（男子選手権）ランナーは巡航速

度が速い。高速レースでの競り合いを
してもらうには難しすぎるヤブの箇所
は避け、少し易しめにコントロールを
置いた。しかしコントロール間はルー
ト選択がいくつも行うことができ、コ
ントロール間で競り合うようなセッテ
ィングにしている。 

特に ME 全コース共通レッグとなる 9

番から10番の間は大きく 4通りのルー
トが考えられる。比較的ヤブの多いテ
レインとしては良いセッティングだっ
たと自分では思っている。 

もちろんこのセッティングを可能に
したのは正確な地図があるから。どこ
をランナーが通っても地図表記が正確
であれば、ルート選択にかかる所要時
間の責任はランナー側になるからだ。
不正確な地図でこのようなコース設定
はできない。 

 

 
白石港の東側の丘に見える巨大岩石地帯。
ME クラスはここにもコントロールが。 
 

 

時間調整用コントロール 
今回の全日本リレー2005 ではスター

トが 3 回に分けて行われた。最初の
ME/WE のスタートから 20 分後に最後の
一般クラスがスタートする。スタート
がすべて完了するまで、白石港付近に
は中間スペクテーターズを通過するラ
ンナーが現われて欲しくない。 

しかしコース距離上、ME（男子選手
権）ランナーのトップ選手が現われて
もおかしくない。そこで ME クラスには
白石港東に見える丘に登ってもらうこ
とにした。これで一般スタートが終わ
った後に ME1 走が中間区間に現われる

ように調節した。一般スタートを応援
した観客からすればそのまま ME1 走の
中間通過の観戦時間になる。 

実際に ME1 走トップの白石港通過時
間は 21 分程度となり、プランナーの意
図とおりに大会は進行した。 

 
WE（女子選手権）は、そこまで速く

ないだろうと判断し、このコントロー
ル群は使用しなかった。もし使用する
とコース中盤の難易度が上がり、登坂
距離が増え、WE には厳しいセッティン
グとなる。 

レース前日に提出されたスタートオ
ーダーを見ると、京都府 1 走として宮
内の名前があった。「ヤラれた」と内心
思った。彼女の走力は女子の中ではず
ば抜けている。「中間まで 20 分を切ら
れるかも知れない・・・きっとギリギ
リで 20 分切ってくるだろう・・・あと
は一般スタートとうまく重ならなけれ
ば・・」 

実際のレースでは宮内の中間通過は
19 分 50 秒。予想と寸分違わぬタイムで
彼女は中間を通り抜け、一般クラスの
スタートとうまくかぶらずにスペクテ
ーターズレンを駆け抜けていった。 

宮内を除くと実際のレース進行もほ
ぼプランナーの意図通りとなった。こ
うした想定を上回るランナーのパフォ
ーマンスを目の前にすると、プランナ
ーとしてもやりがいがある。 

 

まだ精進が足りない 
かなりの部分でほぼプランナーの意

図通りのレースが展開されたが、完璧
ではなかった。 

WV（女子ベテラン）では実力を読み
違えた。トップランナーはそれなりの
タイムを叩きだしているが、3人メンバ
ー揃えるとウイニングタイムが大幅に
延びてしまった。また MS（男子シニア）
でも、上位はともかく下位では繰り上
げスタートがかなり出てしまったこと
も反省点だ。プランナーとしてまだ精
進する必要がある。 

 
（木村佳司 /コースプランナー） 

ME9 番から 10 番の間は 4 通りのルートがある。どのルートもそう速さは変わらない。 
ランナーが得意なルートを選択して勝負してもらう。 


